1 課文法の説明Explicación de la gramática

１． 現在．規則変化
(1) 動詞は語根と語尾に分かれる．たとえば，cantar［動］「歌う」はcant-という語根と-ar という語尾（不定詞語尾）に分かれる．語根は動詞の固有の意味を表し，語尾は主語に合わせて変化する．
この変化を活用と呼ぶ．主語に合わせて変化した語尾を活用語尾という．
主語は人称・数によって次の6 つのケースがある．
・１人称単数: 話し手を示す．「私」という意味である．
・２人称単数: 聞き手を示す．「君・あなた」という意味である．
・３ 人称単数: 話し手と聞き手以外の単数の人やものを示す．
「彼」，「彼女」，「それ」などの意味である．他に，usted という聞き手への敬称にも使われる．
・１人称複数: 話し手を含めた複数の人を示す．「私たち」という意味である．
・２人称複数: 聞き手を含めた複数の人を示す．「君たち・あなたがた」という意味である．
・３人称複数: 話し手と聞き手以外の複数の人やものを示す．「彼ら」，「彼女たち」，「それら」などの意味である．他に，ustedesという複数の聞き手への敬称にも使われる．
 (2) 活用．動詞の形はこれらの人称・数に従って次のように配列される．
１人称単数１人称複数
２人称単数２人称複数
３人称単数３人称複数
次の表は3 つのタイプの動詞をcantar［他動］「歌う」，comer［他動］「食べる」，vivir［自動］「生きる」で代表させている．(☆この表では語根と時制語尾と人称語尾の間にハイフンを入れているが，これは動詞の活用をわかりやすく書いたためで，普通の綴り字にはない.)
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（3）特徴的な母音．3 つのタイプは似ているが，それぞれに特徴がある．-ar 動詞の時制語尾の特徴はa という母音である．1 人称単数を除いてどの活用語尾にも現れている．-er 動詞はe という母
音が特徴である．-ar 動詞の語尾と比較すると，-ar 動詞のa の部分が全部e になっている．1 人称単数形はどちらもo という語尾になる．-ir 動詞の特徴はi という母音だが，これは1 人称複数と2 人称複数でしか現れない．それ以外は-er 動詞と同じである．(☆このように-er 動詞と-ir 動詞は活用パターンがよく似ていて，直説法現在以外の時制では同一になる.)
(4) 強勢の移動．スペイン語の動詞や名詞/形容詞などの変化では，アクセントの位置が移動しないのが原則だが，直説法現在形の活用では，次の図の薄く黒く塗った部分で強勢が語根にあり，白い
部分が語尾にある．
１人称単数　１人称複数
２人称単数　２人称複数
３人称単数　３人称複数
-ar 動詞ならばcantamos とcantáis で語尾に強勢がある．cantáisにはアクセント符号が必要である．(☆そうしないと，s で終わる単語なので，can の音節に強勢がかかることになってしまうからである.)
（5）主語．このように動詞は主語がなくても，その活用語尾で主語が何であるかわかるので，とくに主語人称代名詞（☆３で扱う）をつける必要はない．
２． ser とestar

(1) スペイン語には英語のbe 動詞にあたるser とestar という2 つの動詞がある．それぞれ次のように役割を分担している．
ser : 「性質」「種類」を表す．主語と述語のつなぎの役目をする．
estar : 「状態」「所在」を表す．
(2) これらの動詞は次のように非常に特殊な活用をする．このまま覚えよう．
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（3）どちらも主語＋動詞＋主格補語という構文をとる．
３． 主語人称代名詞
（1）動詞は活用語尾でその主語がわかるので，ふつう主語人称代
名詞は必要ない．主語人称代名詞を使うときは，とくに主語を強
調させたいときである．人称と性と数によって次の形がある．
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（2） tú とusted，vosotros とustedes．どちらも話し相手（聞き手）を指すので，英語の'you'にあたる．スペイン語では普通体のtú,vosotros と丁寧体のusted, ustedes を区別する．家族や友人同士ではtú とvosotros を使い，あらたまった場面や敬語を使う人にはusted,ustedes を用いる．これらの代名詞がなくても動詞の２人称形はtú,vosotros が使用され，動詞の３人称形はusted, ustedes が使用される．
３人称のときはいろいろな意味（él，ella，usted, ellos，ellas，ustedes）になるので，usted, ustedes は省略しないほうがよい．
 (3) 女性形複数．nosotras，vosotras，ellas: 代名詞の女性複数形はそれが指す人々がすべて女性のときに使われる．男性が一人でも混じっていれば，男性形のnosotros，vosotros，ellos が使われる．
よって，話し手が女性であっても，「私たち」の中に男性がいればnosotros と言わなければならない．
４．名詞の性
名詞は固有の文法上の性により男性名詞と女性名詞に分類される．この分類に従って，それにつく冠詞や形容詞の形が決まるので，名詞はその性とともに覚えておかなければならない．
文法上の性は，名詞が生物を表しているときは意味が決定する．
それ以外は語尾の形式で判断できることが多い．
(1) 生物: その自然の性と一致する．名詞の意味が「男性の人や雄の動物」を指していれば，その名詞は文法的にも男性名詞となる．逆に「女性の人や雌の動物」を指していれば，その名詞は文法的にも女性名詞となる．
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【語句】hombre［男名］男，男性；mujer［女名］女，女性；niño［男名］男の子；niña［女名］女の子；toro［男名］雄牛；vaca［女名］雌牛．
（2）無生物: 語尾によって区別できる場合が多い．いくつかの例外はあるが，名詞の語尾がo であれば男性名詞，語尾がa であれば女性名詞である．
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【語句】libro［男名］本；pluma［女名］ペン；vaso［男名］コップ；mesa［女名］テーブル；vino［男名］ぶどう酒；casa［女名］家．
５．名詞の数
名詞が指す内容が複数であれば，名詞は複数形に変化する．原則は次の通りである．
(1) 母音で終わる語にはs をつける．
例: casa［女名］家→ casas；clase［女名］クラス，授業→ clases.

(2) 子音で終わる語にはes をつける．
例: flor［女名］花→ flores；árbol［男名］木→ árboles.

 (3) 一部の名詞の複数形でアクセント符号が消えることがある．
例: canción［女名］歌→ canciones

interés［男名］興味，利益→ intereses

☆これらの単語の語末がn またはsなので単数にはアクセント符号をつけて最終音節に強勢を与えていたが，複数形ではアクセント符号をつけなくても自動的に同じ位置に強勢があるので符号を消
さなくてはならない.

（4）逆に，名詞の複数形でアクセント符号が必要となる場合もある．
例: margen［男名］余白→ márgenes

examen［男名］試験→ exámenes.

☆これらはn で終わり，終わりから2 番目の音節に強勢がある語である．複数形でes がつくと，強勢が終わりから3 番目の音節になるので，改めてアクセント符号をつけなくてはならない.

６．冠詞
(1) 定冠詞は名詞の性と数に一致して次のように変化する．
単数複数
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 (2) el，la，los，las という4 つの定冠詞は，名詞が聞き手に了解されている（または了解できる）内容を示すときに用いられる．
1）4Los habitantes de España hablan español.

2）5La capital de España es Madrid.

3）9Visito con frecuencia el Museo del Prado.

(3) 中性の定冠詞lo は形容詞や形容詞句と一緒になって，「…なもの」「…な（の）こと」という名詞句を作る．このように名詞句をつくる機能は男性と女性の定冠詞にもある．
1）Lo de mañana es muy importante.

2）Aquí están mis libros y los de usted.

【語句】mañana［男名］明日；muy［副］とても；importante［形］重要だ；aquí［副］ここで；libro［男名］本．

(4) 不定冠詞は次のように単数だけである．
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☆冠詞のない複数形が不定冠詞の機能をもつ．unos，unas は不定形容詞であって，不定冠詞の複数形ではない．たとえば，un libroの複数はlibros であって，unos libros ではない．unos, unas を不定冠詞のつもりで多用してはいけない.

（5）不定冠詞は，聞き手に了解されていない内容の名詞につける．
例：15Pedro trabaja en un hospital.

（6）無冠詞．定冠詞も不定冠詞もともに名詞の意味（概念）が実体化された内容を示している．冠詞のない単数名詞は，実体化されないで概念のままにとどまる．
1）4Los habitantes de España hablan español.

2）18Elvira es profesora.

3）20Los tres juntos recorremos la ciudad y tomamos café en las terrazas del paseo de Recoletos

それぞれ，どの「スペイン語」，「女性の教師」，「コーヒー」なのかを具体的に示しているわけではない．(☆それに対して，たとえば3 番目の文のla ciudad は，はっきりとマドリードであることが聞き手に了解されている.)

(7) 前置詞と定冠詞の結びつき．前置詞のa とde は定冠詞のel と結びついて，それぞれal とdel という形になる．
1）El banco está al final de esta calle.

2）3Está en la parte sur del continente europeo.

【語句】banco［男名］銀行；final［男名］終わり(☆ここでは「突き当たり」という意味)；calle［女名］通り．
 (8) 数詞の1 はuno であるが，これが男性名詞の前で使われると語尾が落ちてun という形になる(☆女性形はuna)．例: un libro［男名］「1 冊の本」；una casa［女名］「1 軒の家」. これはまったく不定冠
詞と同じ形になるので，数詞なのか不定冠詞なのかは，文脈や状況で判断しなくてはならない．
７．数詞．11 から20 まで
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11 から15 まではce で終わる．16 から19 まではそれぞれ，
16. diez y seis → dieciséis

17. diez y siete → diecisiete

18. diez y ocho → dieciocho

19. diez y nueve → diecinueve

というプロセスでできる．dieciséis にはアクセント符号が必要で
ある．
